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クリル（横x縦 ：30cmX 30cm) を使用した．鉛ディス
クは，直径 8mmから 2mmまで 1mm間隔で，厚さ 2mmの
ものを散乱体中央の表面に配置した．照射野は，散乱
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5000 MA plus :富士社製）で読取り処理をした．読取
りの条件は，サンプリング間隔lOOμrn，濃度分解能10bit,










射する X線強度を［。， 散乱体透過後のX線強度を Lと
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